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研究成果の概要（和文）：従来の技術者倫理教育では、グローバル化に伴いモノづくりの拠点が東南アジア諸国
にシフトしている状況を踏まえるために必要な「（日本を含む）アジア的価値観」「イスラム的価値観」が十分
に取り扱われていなかった。そこで、これらの価値観に関する実証調査・検討を行い、以下の成果を挙げた：
1）マレーシアおよびインドネシアで実施した質問票調査を通した、両国のモノづくりにおいて重視されている
価値観の明確化；2）上記知見を反映させた技術者倫理教育の教科書の作成、および、その英語版作成の推進；
3）技術者倫理教育・研究の推進に資する研究者ネットワークの拡大、および、それを基盤とした新たな研究課
題の着想と実施。

研究成果の概要（英文）：An empirical study on Asian (including Japanese) and Islamic values was 
conducted to contribute to engineering ethics education that appropriately considers the shift of 
the center of manufacturing to Southeast Asian countries in the midst of globalization.
The results are as follows: 1) Questionnaire surveys were conducted in Malaysia and Indonesia to 
clarify values that are emphasized in engineering activities in both countries; 2) Benefited from 
the study, a textbook for engineering ethics education was published, whose English version is in 
progress; 3) The international researchers network to promote engineering ethics education and 
related researched was extended, and based on it, new research framework was formed.

研究分野： 科学史（日本地質学史）・科学技術社会論・科学技術倫理

キーワード： 技術者倫理　アジア・イスラム的価値観　グローバル化　工学教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　技術者倫理教育の目的は、技術者がモノづくりの活動において「自らの行動を（倫理的に適切に）設計できる
能力」を向上させることである。その肝となるのが、関連するステークホルダーが重視する諸価値のバランスを
とることである。しかしながら、社会のグローバル化に伴い日本のモノづくりの拠点も東南アジア諸国にシフト
したにもかかわらず、東南アジア諸国の価値観や考え方を十分に踏まえた技術者倫理教育・研究が十分に行われ
ているとは言い難い。
　本研究は、「アジア的価値観」「イスラム的な価値観」について実証調査・検討を行なうことを通して上記の
欠を補い、グローバル化が進む社会で活動する技術者の倫理教育に資するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｆ－１９－１ 
１．研究開始当初の背景 

モノづくりのグローバル化が進む今日、特に 1980 年代以降、日本や諸外国の製造業分野の企
業の多くが複数の基幹工場を置いている東南アジア地域は、日本および世界のモノづくりを支
えている。こうした情勢を背景に、「（日本を含む）アジア的価値観」「イスラム的価値観」が、世
界的に注目されている。「mottainai（もったいない）」や「調和」や「寛容」の重視、イスラム金融
の考え方などが具体例として挙げられる。また、道具類に感謝し、供養するという日本の考え方
は、日本のモノづくりにおいて特に評価されている高品質・高信頼性の観点から、極めて興味深
い。 
技術者倫理教育が日本のモノづくりの信頼性や品質を支えている重要な柱の一つであること

は論を待たない。技術者倫理教育の目的は、（将来の）技術者がモノづくりの活動において「自ら
の行動を（倫理的に適切に）設計できる能力」を向上させることである。その肝となるのが、関連
するステークホルダーが重視する諸価値のバランスをとることである。しかし、東南アジア諸国
の価値観や考え方を十分に踏まえた技術者倫理教育・研究が十分に行われているとは言い難か
った。文化的背景が異なれば、考え方の基礎となる価値観などは異なる。そのような差違を認識
し、尊重しあわなければ、共同することはできない。さらに、（グローバル化の進展につれ）作られ
たモノは国境を超えて全世界で使われる。世界各地のユーザーの考え方や価値観が異なること
を考慮せずに（できずに）製品を作れば、深刻な問題を引き起こす。2000 年に起きた「インドネ
シア味の素事件」のような問題が、今後ますます生じる可能性があることが懸念された。 
 
 
２．研究の目的 

現時点の技術者倫理教育には、「（日本を含む）アジア的価値観」「イスラム的価値観」の取り扱
いが不十分、ということに加え、その質保証が十分になされているとは限らないという問題もあ
る。技術者倫理教育の効果の評価・測定手法は存在するが、教育プログラムや事例教材そのもの
の質を評価する手法はまだ開発されていない。つまり、プログラムや事例の開発は、「トライ・
アンド・エラー」式であり、実際に用いて（試用・試行して）みることで過不足を把握しプログラ
ムや教材の質を高めるという進め方だった。これに対し、教育プログラムや事例教材そのものの
質を評価する手法（ツール）が開発されれば、事前に教育効果を予想することができ、試用前の
段階で一定の質を確保することが可能となり、より学習効果の高い技術者倫理教育プログラム
や事例教材を、より効率的に設計・開発することに繋がる。 
そこで、本研究では、「（日本を含む）アジア的価値観」「イスラム的な価値観」について実証調

査・検討を行ない、その結果を踏まえて、技術者倫理教育プログラムや事例を開発する際の評価
基準の開発を目指すこととした。 
 
 
３．研究の方法 

前節で掲げた目的の達成に向けて、本研究開始当初に着想していた研究方法は下記の通りで
ある。 
1）マレーシア・インドネシア・台湾における技術者倫理教育の現況調査、質問票調査による、
モノづくりにおいて重視される「（日本を含む）アジア的価値観」「イスラム的価値観」の明確
化： 
海外研究協力者らと共に、技術業において重視されている／されるべき価値観に関する調査

を上記 3 カ国で行ない、「アジア的」「イスラム的」な社会的文脈の中で技術者が倫理的に適切に
行動する上で考慮すべき価値観を特定、日本・オランダでの調査結果（平成 24〜27 年度基盤研究

（B）［課題番号：JP24300274］）との比較を通して、各国毎の類似点・相違点を明確化する。 
2）Carroll の CSR ピラミッド、プロジェクトマネジメントにおける V モデルを用いた、技術者
倫理教育プログラムや事例の質を開発段階において評価するための評価基準の開発： 
海外研究協力者と共に、CSR ピラミッドや V モデルを用いた（教育実施上必要な要件・条件（重

視すべき「アジア的価値」「イスラム的価値」を含む）が適切に反映されているかどうかを測る）評価基準
を開発する。 
3）以上から得られた知見を踏まえた、グローバル社会における技術者倫理教育プログラム／事
例教材制作のためのガイドラインの提案： 
1）、2）を統合して、いわゆる「（日本を含む）アジア的価値観」「イスラム的価値観」を考慮に

入れた倫理的意思決定のあり方を取り入れた、グローバル社会におけるアジア的・イスラム的視
点に立った技術者倫理教育プログラム／事例教材を効果的・効率的に制作するためのガイドラ
インを作成し、提案する。 
ただし、本研究者が、並行して別の研究課題（平成 28〜30 年度国際共同研究強化［課題番号：

JP15KK0102］）を実施することになったことに加えて、所属組織にて技術者倫理研究・教育に関す
るプロジェクト（平成 29 年度私立大学研究ブランディング事業「これからの科学技術者倫理研究─社会

が必要とする課題への取り組み─」［平成 29〜令和元年度（打切）］）に関わることになったことから、



これらの研究課題と相補的に研究を実施することとなり、特に、2）、3）の実施状況は当初とは
大きく異なることとなった。 
 
 
４．研究成果 

以上を踏まえ、本研究の成果は以下の 3 つにまとめられる。 
1）マレーシアおよびインドネシアで実施した質問票調査を通した、両国のモノづくりにおいて
重視されている価値観の明確化： 
海外研究協力者（B. Balakrishnan［マレーシア スルタン・イドリス教育大学］、S. Rina、K. Ayu［イン

ドネシア 国立ペンバングナン大学ジョグジャカルタ校］）の協力を得て、両国において現況調査と質
問票調査を実施、さらに、彼（女）らを招聘して研究会を開催し、調査結果の分析と検討を行い、
「相互扶助」などアジア・イスラム的特徴の見られる価値観が明確化された他、重視すべき各価
値がモノづくりの過程にどう反映されているかを踏まえた適切な「文脈」を与えることが効果的
であるという示唆が得られた（次項、次々項も参照）。本項では、インドネシアで実施した調査に
ついて、その概要を紹介しよう。 
この調査は、34 の価値に関する 7 つの質問からなる（図 1）。価値は、「公衆の安全・健康・福

利」「依頼主・雇用主への忠実さ」「（職場の）安全性」「公平・公正」「社会的・環境的帰結の認識」
「誠実さ」の 7 つの価値を基に、アジア的・イスラム的な文脈を反映していると思われる価値
を、上述の海外研究協力者らと検討して追加した。また、その際、「公衆の安全・健康・福利」
を「安全・健康」と「福利」に分ける、「社会的・環境的帰結の認識」を「社会的帰結の認識」
と「環境的帰結の認識」に分ける、という変更も行った（詳細は略）。 
こうして挙げられた 34 の価値について、質問 1、2 は、リストに挙げた 34 の価値について、

それらの価値が自国の技術業においてどの程度重視されているか（質問 1）、その程度は社会のグ

図 1 インドネシアで実施した調査の質問票（全 3 枚の内、1 枚目と 3 枚目（部分）。 



ローバル化が進む現状に照らして十分か（質問 2）を、「5」（とても重視されている／十分である）か
ら「1」（全く重視されていない／不十分である）までの 5 段階で尋ねている。更に、質問 3、4 では、
これらの 34 の価値から、イスラム教（質問 3）およびアジア（質問 4）の文脈において特に重要と
思われる価値を 5 つ尋ねている（質問 5 から 7 は補助的な問いにつき略）。 

 
質問 1・2：質問 1、2 の回答の平均はそれぞれ、4.38、4.42 だった。また、質問 2 から質問 1
を引いた値の平均は 0.05 だった。これらのことから、回答者（国立ペンバングナン大学ジョグジ

ャカルタ校の学生）は自国（インドネシア）の技術業では、挙げられた 34 の価値が概ね十分に
重視されており、かつ、その程度も十分であると考えていることが窺える。 
但し、価値による差は大きい。以下は、質問 1、2、質問 2 から質問 1 を引いた値、それぞ

れのトップ 5 とワースト 5 である（括弧内はそれぞれの数値）。 

＜トップ 5＞ 
・質問 1 ： 相互扶助（4.77）、適応力（4.73）、専門性（4.73）、安全・健康（4.70）、自信（4.66） 
・質問 2 ： 適応力（4.87）、創造性（4.87）、勤勉（4.80）、専門性（4.80）、安全・健康（4.80） 
・質問 2-1： 創造性（0.53）、誠実（0.23）、挑戦（0.22）、調和（0.20）、忠実（0.20） 

＜ワースト 5＞ 
・質問 1 ： 忠実（3.83）、寛大さ（3.93）、調和（4.03）、忠誠（4.07）、家族の絆（4.13） 
・質問 2 ： 家族の絆（3.73）、寛大さ（3.77）、質素（3.97）、忠実（4.03）、忠誠（4.10） 
・質問 2-1： 相互扶助（-0,47）、家族の絆（-0.40）、質素（-0.23）、積極的姿勢（-0.20）、 

寛大さ（-0.17） 

質問 3・4：質問 3（イスラム教の文脈で重要な価値）、質問 4（アジアの文脈で重要な価値）は以下
の通りである（括弧内は、それぞれの価値を挙げた人数。なお、回答者数は 30 名）。 

・質問 3 ： 公平・公正（15）、責任感（14）、リーダーシップ（12）、積極的姿勢（10）、 
社会的帰結の認識（10） 

・質問 4 ： 専門性（15）、環境的帰結の認識（13）、勤勉（13）、柔軟性（12）、創造性（12） 

質問 1 のトップ 5 に挙げられている価値の「相互扶助（インドネシア語で gotong royong）」は、日
本の村社会における「結い」に相当するものであり、インドネシアの建国 5 原則の根底をなす思
想ともなっている。イスラム教的な考え方でもあり、これが筆頭に挙がることは予想できたとは
いえ、興味深い。この価値が「質問 2-1」でワースト 1 となっていることはさらに興味深い。こ
れは、極めて重要な価値と認識されているが故、評価も厳しくなったものと考えられる。同様に、
「家族の絆」「質素」「寛大さ」もイスラム教において重要とされていることであり、評価が厳し
くなっていると推測される。質問 1 でワースト 1 となっている「忠実」（本調査では「faithfulness」
と「loyalty」を、前者は「（宗教的な）忠実」、後者は「（雇用主などへの）忠誠」とした）も、同様の理由
から厳しい評価となっているのだろう。 
この調査により、アジア的・イスラム的な文脈において考慮すべき価値観の概要は把握できた

と言える。しかし、典型的には「忠実」と「忠誠」のように、違いが明確ではない、あるいは、
回答者によって認識が異なり得る価値については、考察を十分に行うことができなかった。調査
後に回答結果を踏まえた考察の結果、技術者倫理教育でこれらの価値を取り扱う際は、「倫理的
意思決定に関わる価値」と「所属組織（文化、社会を含む）における職務／義務の遂行に関わる
価値」に区分したうえで、文脈を与える必要があることが結論された。具体的には、例えば、「相
互扶助」は「所属組織（文化、社会を含む）における職務／義務の遂行に関わる価値」に区分さ
れ、「所属組織において相互扶助の精神を持つ」のように提示し、「適応力」は「倫理的意思決定
に関わる価値」として「倫理的な価値を適応する力」のように提示する。 
2）上記知見を反映させた技術者倫理教育の教科書の作成、および、その英語版作成の推進： 
前節末で述べた事情により、研究方法の 2）については、より実践的にすることとした。具体

的には、評価基準やガイドラインの作成・提案に留めず、研究代表者と研究分担者らが勤務校で
行っている技術者倫理教育に直接的に資するべく、他の同僚らと共に執筆していた担当科目「科
学技術者倫理」のための教科書および同書を用いて作成した「科学技術者倫理」教育パッケージ
に、上記の知見を反映させることとした（図 2）。 
なお、研究手法の 2）について、評価基準やガイドラインの作成・提案は結果的に行わなかっ

たとはいえ、CSR ピラミッドについては海外研究協力者（S. Wagner-Tsukamoto［英国 レスター大学］）

と、V モデルについては 2016 年度に開催したコロキアムに招聘した海外研究協力者（次項参照）

と共に、それぞれ検討をして、価値のグループ化を行い、前項で述べた「文脈」を明示的に示す
必要性が示唆されている。 



さらに、同書の英語版の作成を推進した。同
書全体の下訳は前述のプロジェクトによって
行われた。しかしながら、周知の事情によって
事業そのものが 2020 年度末で廃止されたこと
により、前節末で述べたプロジェクトは 3 年目
末（2019 年度末。当初計画は 2021 年度末まで 5 年

間）で中止せざるを得なくなった。幸いにもこ
のことは 2019 年度に初めまでに分かっていた
ため、本課題の研究期間を 1 年延長したことを
活用して、英語版の作成を本課題で引き取り、
英文校正（ネイティブチェック）を行うこととし
た。研究費執行の都合上、年度末に書名と本文
のみの校正となり、最終年度内の公開には至ら
なかったが、本報告書執筆時点において、公開
に向けた作業を進めている。書名は Science and 
Engineering Ethics: for Grasping the True Nature of 
Matter and Designing Your Conduct を予定してい
る。 
3）技術者倫理教育・研究の推進に資する研究者
ネットワークの拡大、および、それを基盤と
した新たな研究課題の着想と実施： 
2016 年度、17 年度、18 年度に各 1 回、国際

研究集会を開催した（18 年度は前節末で述べた研

究課題との共催）。16 年度は、海外研究協力者（マ

レーシア、インドネシア）を招聘したコロキアム
を勤務校で開催し、マレーシアおよびインドネ
シアで行った価値観に関する調査結果の分析
と検討を行った。17 年度は、海外研究協力者（P. F. Chang［台湾 国立中央大学］）を招聘したコロキ
アムを勤務校で開催し、グローバル時代における異文化共同を踏まえた PBL 型技術者倫理教育
における評価基準の検討を行い、議論を深める力（事件・事故などを非難するのではなくなぜ起きた

かなどを批判的に検討する能力）を評価できる基準が必要であることが示された。18 年度は、アジ
ア地域における技術者倫理教育に関するワークショップをマレーシアで開催、研究分担者、海外
研究協力者（マレーシア、インドネシア）らを交え、グローバル化を踏まえたアジア地域に根差し
た技術者倫理教育のあり方について検討し、意見交換を行った。 
これらの活動を通して、研究者ネットワークが拡大されたことに加え、新たな研究課題の着想

が得られた。それは、デザイン思考（DT: Design Thinking）の手法を用いた技術者倫理教育プログ
ラムの開発である。本研究者は、これまでに DT 手法を用いた教育プログラムに参画しており、
そのユーザー中心のアプローチ故、「公衆（ユーザー）の安全」を最優先すべき価値と位置付ける
技術者倫理教育と親和性があることには着目していた。このことについて、マレーシアとインド
ネシアの海外研究協力者らが DT 手法に関する造詣が深いことから、意見交換を行い、技術者倫
理教育に DT 手法を導入することで、学習者（だけでなく教員）の技術者倫理への積極的・能動的
姿勢の涵養をより効果的に行うことができるだろうという見通しを得ることができた。先述の
本研究課題と平行して実施した別の研究課題から得られた知見をも踏まえて、DT 思考を用いた
科学技術倫理教育プログラムの開発に向けた実証的研究を実施することとなった（基盤研究（C）
［課題番号：JP19K03036］）。 
 

図 2 作成した教科書（金沢工業大学科学技
術応用倫理研究所編：『本質から考え行動す
る科学技術者倫理』（白桃書房，2017））。 
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